
『
教
行
謹
丈
類
』
頴
一號

の
縁
由

に
就

い
て

(
武

生
)

『教
行
謹
交
類
』
題
號

の
縁
由
に
就

い
て

武

生

譲

一

題
號

の
縁
由
に
先
立

つ
て

『
教
行
信
謹
』

一
部
撰
述

の
縁
由

に
就

い
て
述
べ

て
お
き

た
い
。

古

來
本
書
撰

述

の
縁
由

の
重
要
な
も

の
と
し
て
、

法
然
滅
後

の
門

下
の
異
義

を
読

か
な

い
者
は
な

い
。
そ
し

て
其

の
謹
文
と
し

て
引
か
れ
る
も

の
は
、
第

一

は

『
末
灯
鋤
』

の
文
で
あ
り
、

第

二
は

『
信
巻
』
別
序

の
所
謂
沈
迷

二
機

の
文

で
あ

る
。

先

ず

『
末
灯
鉛
』

の
文
と
は
、
第

一
通

の

「
浮
土
宗

の
な

か
に
眞
あ
り
、

假

あ
り
」

の
文
、

及
び
第
十
九
、
第

二
十
通

の
法
然
滅
後

の
門
下

の
異
義
に
就

い

て
述
る
文
で
あ
る
。

併
し
之
等

の
文

は
よ
く
其

の
前
後

を
讃
め
ば
、

本
書
述
作

の
縁
由
に
係
る
も

の
と
は
思
わ
れ
な

い
。
と
い
う

の
は
第

一
文

の

「
浮
土
宗
」

と
は
法
然
立
教

の
宗
名
を
指
す

も

の

で

は

な

い
、

其

の
中
に

「眞
あ

り
假
あ

り
」

と
云
い
、
「
定
散

二
善
は
方
便
假
門
な
り

」
、
「
方
便
假
門

の
な

か
に
ま
た

大
小
権
實

の
教
あ
り
」

と
云
う

の
で
あ
る
、
所

謂
淫

土
要
門
を
假
と
述

る

の
で

あ

る
か
ら
、

こ
の

「浮

土
宗

」
と
は
要
弘

二
門
を
擾
す
る
呼
構

で
あ

つ
て
、
廣

く
浮
土
門
を
指
す
も

の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

更
に
第
十
九
、

第

二
十
通

の
異

義
も
其

の
前
後
を
讃
め
ば
、

造
悪
無
碍

の
邪
義
を
指
す
も

の
で
、
其

れ
は
法
然

在
世
中
か
ら
の
も

の
で
、
特

に
眞
假
問
題

に
係
る
滅
後

の
異
義

と
は
類
を
異

に

ず
る
も

の
と
云
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
さ
れ
ば
之
等

の

『
末
灯
鉛

』

の
文
を
以
て
本

書
述

作

の
縁
由
を
示
す
も

の
と
す
る
古
來

の
読
は

一
鷹
首
肯

し
難

い
も

の
と
云

う
外

は
な

い
。

次

に
別
序

の
文
と
は

「末

代
道
俗
、

近
世
宗
師
、

沈
二
自
性
唯
心
↓
疑
二
淫
土

眞
謹
、

迷
二
定
散
自
心
輔
昏
二
金
剛
眞
信

こ

の
文

で
あ

る

が
、
親
鷺
義
に
於

て

は

「沈

二自
性
唯
心

こ

こ
と
が

「
迷
二
定
散
自
心

こ

こ
と
で
あ

る
か
ら
、

強

い

て
之
を

二
機

と
見

る
べ
き

で
な

か
ろ
う
。

然
ら
ば

一
機

と
し
て
扱
て
如

何
な
る

機

で
あ
ろ
う

か
。
「
疑
二
浮
土
眞
謹

こ

と
あ
れ
ば
、

漂
土

の
機

で
な

く

聖
道

の

機

で
あ
る
。

聖
道

の
機
を
何
故

問
題
と
す

る

か
は
、

「
昏
二
金
剛
眞
信

二

の
語

が
之
を
示

し
て
い
る
。

時

に

「
金
剛
心
」

の
語
は
善
導

に
擦

る

の
で
あ
り
、

親

鷺

の
場
合
常
に
善
導
に
關
し
て
用

い
ら
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
今
は
聖
導

の
機

で
あ

つ
て
、
善
導
義
に
係
る
も

の
で
あ

り
、
而
も
善
導
義

に
昏

い
所

に
親
鶯
が

敢

て
之
に
就

い
て
述

べ
ね
ば
な
ら
ぬ
縁
由
を
も

つ
も

の
で
あ
る

こ
と
が
推
測
せ

ら
れ
る
。
更

に
其

の
機

は
、

「
沈
二
自
性
唯
心

こ
、
「迷

二
定
散
自
心

こ

者

で
あ

る

よ
り
見

れ
ば
、

観
念

念
佛

の
圭
張
者
で
あ

る
こ
と
も
推

定
せ
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

そ
し
て
此

の
事

を
當
時

の
教
界

の
上

に
見
る
時
、

其

の
資
料
と
な
る
も

の
、

は
、

興
幅

寺

の
上
奏

文
で
あ
り
、

明
恵

の

『
擢
邪
輪
』

で
あ
る
。

上
奏

文

の
第

七

「
誤
二
念
佛

一失
」
は
襯

勝
構
劣

の
念
佛
論

で
あ
り
、

之
を
第

六

「暗

二
浮
土

麟

失
」

の
所
論
か
ら
見
れ
ば
、

之

を
以

て
亦
善
導
義

と
す
る

の
で
あ
る
。

叉

『
催

邪
輪
』
に
は

口
稻
念
佛

の
定
散

を
論
じ

て
、
構
名
は

『
襯
経
』
散
善
段
に
読
く
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も
其

れ
は
人
位
に
約
し
て
瞬
す

の
で
善

謄
と
し
て
は
定
善

で
構
名
と
観
念
は
そ

の
鐙

一
と
す

る
念
構
是

一
論
で
あ
り

(
坊
本
、

巻
中
、
四
九
右
ー

五
五
右
)
、更

に
念
佛

の
眞
假
を
論
じ
て
襯
念
を
眞
と
し
、

口
構
を
假
と
す
る

の
で
あ

る

(
巻

中
、

二
八
右
ー

左
)
。
明
恵
は
も
と
東
大
寺

の
學
匠

で
あ

る

か

ら
彼
も
南
都

の

學
徒

と
す
れ
ば
、

南
都

の
學
徒

こ
そ
正
し
く
沈
迷

の
機

で
あ
り
、

明
悪

は
正
に

其

の
代
表
者

で
あ
る
。

殊
に

『
輪
』

の
破
論

の
中
心
は

「
擾
去
菩
提

心
」

の
大

過

で
あ
り
、
『
信
巻
』

の
所
詮
が

「
横
超
菩
提
心
」
で

あ

る

こ
と
か
ら
も
此

の

事
は
明
瞭

で
あ
る
、

そ
し
て
本
書

の
中
心
が

『
信
巻
』

で
あ
る

こ
と
か
ら
、

此

に

本
書
撰
述

の
縁
由
は
正
し
く
此

の
沈
迷

の
機

の
所
論
を
縁
由
と
す
る
も

の
で

あ
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
と
論
結
す
る

こ
と
が

で
き
る
と
思
う

の
で
あ
る
。

更
に
此

の

義
を
助
成
す

る
も

の
と
し

て
題
號

の
縁
由

に
就

い
て
考
察
を
下
す
も

の
が
此

の

小
論

の
課
題

で
あ
る
。

二

題
號

は

「
浮
土
眞
實

の
教
行
謹

を

顯

す

文
類
」

と
訓
讃

し
、
初

に

「
教
行

謹
」
、
次

に

「
浮
土
員
實

の
教
行
讃
」

に
就

い
て
考

察
す

る
こ
と
と
す
る
。

先
ず

「
教
行
謹
」

の
語
を
何
故
に
用

い
る
か

の
縁
由
に
就

い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
語

に
就

い
て
第

一
に
思

い
合
す

こ
と
は
、

法
然

の

『
大
経
繹
』

の
立
教

の

ノ

ハ

ニ

テ

テ
ヨ
リ

ノ

ク

意
を
明
す

一
段
に
、

「
抑

蚤
三
乗
四
乗
聖
道
、

正
像

己
過
、

至
二末

法
時
、↓
但
盧

有
レ
教
、

無
二
行
謹

こ

(
眞
宗
聖
教
全
書
、

四
、

二
六
三
頁
)

の
文

で
あ
る
。

併

し
こ
れ
は

『
教
行
信

謹
』
所

詮

の
内
容

で
あ

つ
て
、

今
は
何
故

に
此

の
義
を
明

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か

の
縁

由
を
課
題

と
す

る

の
で
あ
る
か
ら
、

此
の
文
は
今

の
我

々
の
所
論
に
係

る
も

の
で
は
な

い
。

第

二
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
時
代

の
用
語

で
あ

つ
た
か
ら
で
は
な

か
ろ
う

か

と

の
推
測

で
あ
る
。

印

ち
卒
安
末

期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
於
て

の
末

法
到
來

の
思

潮
は
、

教
行
讃

が
教
法
を
表
す
時
代

用
語
と
し
て

一
般

に
用

い
ら
れ
た
か
ら
で

は
な

い
か
と
い
う

こ
と

で
あ

る
。
今

の
法
然

の

『
大
経
縄
』

の
文
も
そ
う

で
あ

り
、

後
に
述
る
よ
う
に

『
擢
邪
輪
』

に
も
之
に
就

い
て
大

い
に
論
ず

る

の
で
あ

ノ

り
、

道
元

の

『
正
法
眼
藏
』

に
も
、

七
佛
通
戒

の
偶

の

「
諸
佛

教
」
を

「
百
千

萬

佛

の
教
行
謹
あ
り
」
と
述
る
が
如
き
、

又
日
蓮

に
も

『
教

行
謹
御
書

』
の
作

が
あ

つ
て
、
末
法
有
縁

の
法
と
し

て
唱
題
成
佛
を
割
働
す

る
が
如
き

で
あ

る
。

併
し
之
等

の
各

ー
も
夫

の
縁
由
を
も

つ
よ
う
に
、

親
鷺

の
場
合
も
之

を
用

い

ね
ば
な
ら

ぬ
縁
由
が
あ

つ
た
か
ら
だ

と
す
れ
ば
、

軍

に
時
代
用
語
だ
か
ら
と

い

う

の
み

で
は
我

々
の
課
題

に
答
え
る
も

の
で
は
な

い
。

第

三
に
思

い
合
さ
れ
る
こ
と
は

『
擢
邪
輪
』

の

「
経
道
滅
 蓋
論
」

で
あ
る
。

そ
れ
.は

『
選
揮
集
』
第
六
特
留
章

の

「
持
留

此
経

止
佳

百
歳
」

の
文

の
私
繹
に

蜀
す
る
破
論
中

の
所
論
で
あ
る
。
『
輪
』
で

は

中
巻

の
二
十

五
紙
、

即
ち
其

の

大
孚
を
占

め
、
『
荘
嚴
記
』

で
は
十
四
紙
、
帥

ち

其

の
四
分

の

一
に

及

ん

で

『
輪
』

の
所
論
を
助
成

し
て
い
る
。

其

の
破
論
中
最

も
長

い
も

の
で
あ

る
が
、

其

の
事
は
難
破

の
困
難

を
示
す
も

の
で
、
叉
同
時
に
其

の
論
旨
も
他

に
比
し

て

透
徹

を
か
く
も

の
で
あ

る
。

と
い
う

の
は
三
時
思
想
を
そ

の
ま

ゝ
肯

定
す

れ
ば

彼

の
復
古
圭
義

の
立
場

は
な
く
な
り
、

之
を
否
定
す
れ
ば
経
読
に
背

く

の
み
な

シ

ノ

ス
ル
コ
ト

ら
ず
、

善
導

の

「
萬
年

三
寳
滅
、

此
経
佳

百
歳
」
(
禮
讃
)

の
繹

に
反
す

る
、

そ
し

て
此

の
事

は
彼
自

ら
我
も
善
導

に
依
る
と

い
う
破
論

の
立
場
と
矛
盾
す

る

か
ら

で
あ
る
。

然
ら
ば
彼

は
之
を
如
何

に
會
通
す
る
か
、
次

に

『
輪

・
記
』
の

所
論

の
大
要
を
窺
う
こ
と
と
す
る
。

三

先
ず

『
輪
』
に
は

『
群
疑
論
』
、
憬

興
の

『
疏
』
に
擦
り
、
萬

年

は

末

法

の

初
、

七
萬

歳
を
滅
壷

の
時

と
し
、
更

に

『
悲
華
経
』

の
法
滅
後

の
舎

利
割
化

の

ノ

ス
ル

ノ

ニ

ノ

文
に
擦

り

「
止
佳

百
歳
文
、

亦
約
ご
経
道
興
慶

二

途
読
也
」
(
中
、

一
六
左
)

と

シ

ゼ
バ

キ
ノ

ノ

ヲ

シ
モ

述

べ
、
「
若
信

二如
レ
此
文

理
、
未
二
必

可
二
限
執

也

」
と
之

を
難
詰
す

る

の
で
あ

『
教
行
誰
文
類
』
題
號

の
銅縁
由
に
」就

い
て

(武

生
)
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『
教
行
謹
丈
類
』
題
、號

の
縁
由

に
就

い
て

(
武

生
)

る
。次

に

『
記
』
に
は

「
法
佳
時
分
義
」

と
目
し
て
組
織
的

に
之

を
論
じ

て
い
る

が
、
初
め

三
時
と
三
法
に
就

い
て
述

る
所
は
之
を
次

の
三
項
に
要
約

し
う
る

と

思
わ

れ
る
。

(一)
、
輕
論

の
諸
読
を
墨
げ
、

三
時

の
具
略
、

年
限

の
長
短

の
不
同

を
示
し
、

『
婆
娑
論
』

に
基

い
て
経
読

の
不
同
は
行

法
者
に
随

い
佳
時
に
久
近

の
あ

る
こ

と
を
示
す
も

の
と
す
る

(
記
、
坊
本

二
二
右
)
。
要
は
人
に
縁
る

の
で
あ

る
。

(二)
、

能
佳

の
法
艦

に
就

て
の
異
読
を
塁
げ
、

最
後
に
慈
恩

の

『
三
寳
義
林

』

テ

ノ

ノ

に
擦

つ

て

「
於
二
此
能
佳
法
盟
↓
錐

レ
有
二
多
門
i
教
行
謹
之
言
、
皆

可
レ
惣

二
撮

之

こ

(
記
、

一
七
左
ー

一
八
右
)
と
述
る
の
で
あ
る
。

印
ち

一
切

の
教
法
は
教

行
謹

に
撮

る
と
い
う

の
で
あ
る
。

(三)
、

三
時

は
教
行
謹

の
盛
衰

の
別

で
、
盛
時

に
は
三
法
あ
り
、

衰
時
に
は
教

の
み
あ

る
が
、
是
れ
は

正
法
を
感
ず
る
衆
生

の
業

の
増
上
力

の
勝
劣

に
よ
る

の

で
、
謹
道

を
以
て
は
勝

と
し
、

教
道
を
以
て
は
劣

と
す
る

(
記
、

二
八
左
!

二

九
右
)
。
要
す

る
に
三
時

の
三
法

の
盛
嚢
は
業
感

の
所
現

と
す
る

の
で
あ
る
。

次

に
法
佳

に
就

い
て
は
、
勝
業
所
感

の
教
道
は
唯

一
萬
歳

に
限

る
が
、
劣
業

所
感

の
も
は
七
萬
歳

に
至
る
。

よ
つ
て
七
萬
歳
は
総
じ
て
法
佳

の
時

分
を
示
す

も

の
と
読
く

の
で
あ

る

(
記
、

一
八
左
-

一
九
右
)
。

以
上
が
其

の
大
要
で
あ
る
が
、
注

意
す

べ
き
は
教
行
讃

の
興
慶
は
業
感

の
所

現
と
す
る
読

で
あ
る
。
勿

論
自
力
聖

道

の
所
論

と
し

て
は
當
然

で
あ
り
、

又

こ

ハ

ル

ノ

の
こ
と
か
ら

「
興
塵
依
二
持
者
邪
正

軸也
」
(
記
、

ご
三
右
)

と
も

述

べ
、
そ

の

立
論
は
復
古
圭
義

の
彼

の
立
場
を
も
成
立
さ
せ
る
所
以

で
あ
る
が
、

問
題
は
是

れ
が
善
導

に
依
る
と

い
う
其

の
立
場
と
矛
盾

し
な

い
か
と
云
う

こ
と

で
あ
る
。

更
に
我

々
の
課
題
か
ら
、

業
感
に
縁
る
教
行
謹
と
は
自
力

で
あ
り
親
麓
義

か
ら

は
假
な

る
も

の
で
、
よ
し
浮
土
方
便

の
教
行
謹
で
あ

る
と
し
て
も
、

澤

土
眞
實

の
教
行
謹
と
は
質

を
異

に
す
る
も

の
で
あ

る
と
い
う

こ
と

で
あ
る
。
今

少
し
く

『
輪
』

の
内
容
に
立
入

つ
て
此
の
事

を
窺
う

こ
と
と
す
る
。

四

『
輪

』

の

「
念
佛
眞
假
論
」
(
上
、

二
八
右
-

左
)
こ
そ
親
縫
義

か

ら

は
假

の
行
謹

論
で
あ
る
。
彼

が
善
導

の
正
義

と
す
る
念
佛
は
澄
襯

の

「
五
種

念
佛
」

で
翻

念

々
佛

で
あ
る
が
、

そ

の
眞
假

を
謹
果
よ
り
到
じ
て

「
所
謂

五
種
眞

念
佛

ハ

シ

ノ

ヲ

ニ

ル

ノ

ヲ

ニ

ノ

果
、
相
ご容
甚
深
佛
境
於
身
中

相
二見
三
世
常
身
於
栴
檀
塔
中
こ
、
「
ロ
構
假

ハ

ミ

ノ

ニ

ニ

ノ

因
、

臨
二
命
終
時

往
二
生
佛
土

一得
二
不

退

於
二
彼
土

一漸
得
二勝
進

こ

と
読

く

の
で
あ
る
。

そ
し
て
例
を
前
者
は
解
腕
長

者

(
八
十
華
嚴
、

巻
六
六
、
参

照
)
、

ヒ

ビ

テ

ラ

既
念
豚
羅
居
士

(
同
上
、

巻

六
八
、
滲

照
)
、
後
者
は

『
観
経
』
等

の
説

と
す

る
。

『
印
ち
翻
念

々
佛

の
眞
果
と
は
華
嚴
唯
心
論

の
徹
底
境

で
あ
り
、
口
構

念
佛

の
假
果
と
は
彼

土
不
退

の
鐙
果

と
す
る

の
で
あ
る
。

親
攣
義
か
ら
は
前
者

は
十

九
願

の
要
門
で
あ
り
、

後
者

は
二
十
願

の
眞
門

で
あ
り
、

共
に
假
な

る
も

の
で

あ

る
。

か
く
て

『
輪
』
の
眞
假

念
佛
論

は
、
「
沈
二
自
性
唯
心
↓
販
二津

土
眞

謹

こ

も

の
で
あ
り
、

明
恵

が
如

何
に
善
導

に
依
る
と
云
う
も
、

親
鷺
義
か
ら
は
斯

る

ノ

所
論
そ

の
も

の
が
已
に

「迷

二
定
散

自
心

昏

ご
金
剛
眞
信

こ

も

の

で

あ
る

こ

と
は
明
で
あ
る
。

さ

て
親
鷺
義

か
ら
は
、

業
感

の
教
行
謹
は
假

で
あ
り
、

明
恵

の
念
佛
眞
假
論

は
、
眞
假
共
に
假
な
る
も

の
で
あ
り
、

そ
し
て
此

の
義
を
顯

す

も

の

が

實

に

「顯
浮
土
眞
實
教
行
詮
文
類
」

で
あ

る
と
す
れ
ば
、

そ

の
題
號

の
縁
由

こ
そ
は

正
し
く

『
輪
』

の
所
論

で
は
な

か
ろ
う

か
。

か
く

て
題
號

の
縁
由
は
初

に
述

べ

た
本
書

一
部

の
撰
述

の
縁
由

と
も

合
致
す

る
の
で
あ
る
。

更
に

こ
の
こ
と
よ
り

『
教

行
信
謹
』
と
は
、
『
輪
』

に
鷹

え
て
、
『
集
』

こ
そ
善
導

の
正
義

を
顯
す
も

の
で
あ
る
と
示
さ
ん
と
す

る
も

の
で
あ

る
と
云
え
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
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